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１．委員の指摘及び提言概要 

本研究は、気候変動影響による海洋環境への影響に注目が集まるなかで、緩衝植生帯に焦点

を当てた包括的なサンゴ礁保全研究として、重要な知見を与えるものと期待できる。また、ア

オウミガメによる食害という課題を抱えつつも、目標どおりの成果をあげていると評価できる。

さらに、海草やモズクが存在することで、昼間は pH を上昇させるが夜は下降させることなどが

判明した。とはいえ、モデル研究に特化しているように見受けられ、現場に実装可能な対策を

示すことができるのか、海草やモズクの存在による pHへの変動がサンゴの成長（昼間と夜間の

成長の違い）に及ぼす影響をどう評価するか、などの点について検討を行いながら、研究を進

めていただきたい。 

 

２．採点結果 

評価ランク：Ａ 

 


